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◆アストロデザイン：8K8Kマルチパーパスカメラ
AB-4838/AC-4837を発売
同社史上最も高解像度、VR 撮影やハイフレームレート撮影に対応
　アストロデザイン株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役社
長：鈴木 茂昭、以下アストロデザイン）は、8192 × 8192 ピク
セルのイメージセンサーを搭載した 8K8K マルチパーパスカメラ
AB-4838/AC-4837 を発売。
　アストロデザインは 2011 年に当社初のカメラ製品となる 4K
カメラ AH-4410-A を、2013 年には初の 8K カメラ製品として
単板式スーパーハイビジョンカメラ AH-4800 を発売した。今回
新しく発表する AB-4838/AC-4837 は、8192 × 8192 ピク
セルという当社史上最も高い解像度となる動画カメラ。

8K8K イメージセンサーのメリット
　正方形のイメージセンサーを搭載することで、魚眼レンズのイ
メージサークルを効率的にカバーすることができ、VR 撮影に最適。
従来の 16：9 の解像度に対して垂直方向の情報をより広く捉えら
れるため、手前の構造物や背景を含めたより奥行き感のある映像を
撮影することができる。
ハイフレームレートカメラとしての活用
　センサーの駆動範囲を制限することにより、ハイフレームレート
カメラとして 8K4K 120p や 8K2K 240p の映像を撮影するこ
とができます。競馬場や陸上競技場など、動きの速い被写体を広範
囲で撮影し、判定に使用することも可能。

型名 製品名 発売日
AB-4838 8K8K マルチパーパスカメラ 2023 年 7 月
AC-4837 8K8K マルチパーパスカメラ CCU 2023 年 7 月

製品情報
https：//www.astrodesign.co.jp/product/ab-4838

アストロデザイン株式会社　超高精細映像技術、リアルタイム高速
デジタル信号処理技術をベースに、8K をはじめとする高度な技術
を要する分野において、さまざまなハードウェア / ソフトウェア製
品を展開。放送業界やディスプレイ業界など映像業界全般において、
オンリーワンの製品を提供し続ける。

【製品に関する問い合わせ先】
アストロデザイン株式会社　営業本部　TEL：03-5734-6301
https：//www.astrodesign.co.jp/contact.html
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アストロデザインはアメリカラスベガスで開催された

「NAB SHOW 2023」（2023 年 4 月 16 日～ 19 日）

に出展した。

　デバイスのコモディティ化や伝送技術の発展により、

いつでも・どこでも知りたい情報をすぐに受け取り、伝

えたいことを発信できるといったように、私たちのコ

ミュニケーションは進化してきた。

　今年のアストロデザインブースは「Connecting and 

Extending」をテーマとして技術開発や他社システム

との連携を行い、新たな映像表現や革命的な映像利用を

推進する。
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◆4K/8K周辺情報について
田口　旬一

地上、BS、4K/8K の運用規定の改定案承認について
　A-PAB が ARIB へ改定を申請していた地上、BS、4K8K の運
用規定（TR）の改定案は、3 月 3 日（金）に開催された第 120
回 ARIB 規格会議にて、正式に承認されました。

（＊）改定案件は、以下の通り、
1） NVRAM 共通領域利用方法の⾒直し関連（地上、BS 、4K8K

の各 TR の第三編）
2） Bluetooth_LE_Audio の ARIB 規 格 化（ 地 上、BS 、4K8K

の各 TR の第八編）
3）次世代スマート TV 関連（地上の TR の第三編、第二編）
4）  BS スカパーサービス終了に伴う社名削除（BS の TR の第五編

と第七編）
https：//www.arib.or.jp/

https：//www.arib.or.jp/kikaku/kikaku_hoso/desc/tr-b39.html

通信 2 強、6G 開発で連携 NTT と KDDI
　NTT と KDDI が、大量の情報を省電力で高速伝送できる次世代
の光通信技術の研究開発で連携する方針であることが 1 日、分かっ
た。高い技術力を持つ国内通信大手の 2 社で協力し、2030 年代
の導入に向け各国の開発競争が激化している第 6 世代（6G）移動
通信システムで世界標準を獲得する狙いがある。
　近く正式に発表する。今後の研究では、NTT が既に開発を進め
ている最先端のデータ伝送技術、「IOWN（アイオン）」を活用する。
消費電力量を抑えながら膨大なデータを送る通信網の技術基盤の確
立を目指す。6G は現在普及が進む第 5 世代（5G）に比べ、10
倍の高速通信が可能とされるが、技術的な課題は多い。
　NTT と KDDI 光通信で連携発表「6G」で世界標準目指す通信
大手の NTT と KDDI が、次世代の光通信技術の研究開発に向けて
連携すると発表した。NTT は、大量のデータを電力消費を抑えな

地上、 BS、 4K8Kの運用規定の改定案 承認について

A-PABがARIBへ改定を申請していた地上、BS、4K8Kの運用規定（TR）の改定案は、3月3日（⾦）に開催された第120回ARIB規格会議にて、正式に承認されました。

（＊）改定案件は、以下の通り、

1）NVRAM共通領域利用⽅法の⾒直し関連（地上、 BS 、4K8Kの各TRの第三編）

2）Bluetooth_LE_AudioのARIB規格化（地上、 BS 、4K8Kの各TRの第八編）

3）次世代スマートTV関連（地上のTRの第三編、第二編）

4） BSスカパーサービス終了に伴う社名削除（BSのTRの第五編と第七編）

https://www.arib.or.jp/

https://www.arib.or.jp/kikaku/kikaku_hoso/desc/tr-b39.html

いろいろ調べてみましたが、4K8Kの地上波の放送に関しての情報は、掲載され
ていませんでした。デジタル放送システムのARIB標準規格体系が掲載されてい
ました。

がら高速伝送できる、次世代通信技術の研究を進めているが、ライ
バル関係にある KDDI と研究開発で連携していく方針を 2 日、明
らかにした。NTT は、光技術を活用した次世代通信技術「IOWN」
を推進するため、ソニーやアメリカのインテルなどと国際フォーラ
ムを共同設立したが、今後、KDDI が新たに加わることになる。デー
タ通信の高速化や省エネ化を進め、2030 年代に実用化が⾒込ま
れている携帯電話の次世代規格「6G」で世界標準を獲得する狙い。
NTT と KDDI、「6G」光通信開発で協力へ…「IOWN」基に NTT
と KDDI が、光を使った次世代の通信基盤技術の開発で協力する方
針を固めた。近く発表する。両社は、NTT が力を入れる光通信技術、

「IOWN（アイオン）」を基に、効率の良い通信インフラの開発を検
討する。携帯電話の次世代規格「6G」に向けて技術の確立を目指す。
NTT は、2019 年にアイオンの構想を発表し、開発を進めてきた。
従来の光回線は、電気信号を光の信号に変換してデータを送るのに
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対し、アイオンは、光信号のままでデータを伝送する。消費電力を
抑えて、通信容量も大きくなる。
　KDDI は、海底通信ケーブルのような長距離通信に強みを持って
いる。両社が協力することで、アイオンの基盤技術を国際標準とし
て確立し、実用化を急ぐ。NTT は、国内外の IT 関連企業などが参
加する国際団体、「アイオングローバルフォーラム」を主導しており、
KDDI も加わる。
　NTT R&D は、究極のフェールセーフを実現する MaaS や究極
の臨場感を実現するエンターテインメントサービス等、今のイン
ターネットでは実現できない新しいスマート社会の到来を思い描い
ています。新たな世界の実現のためには、超低消費電力・高速信号
処理の実現や、現実と同等以上の仮想世界と高度な予測技術の融合
等、現状技術の延長では達成できないイノベーションが必要です。
　NTT グループは新たな世界を実現する IOWN 構想（アイオン：

Innovative Optical and Wireless Network）を提案し、その実
現に向けて取り組んでいる。
What ＇ s IOWN?
　IOWN は、今のインターネットだけでは実現できない新たな世界
を実現する革新的な構想。
IOWN は主に、ネットワークだけでなく端末処理まで光化する「オー
ルフォトニクス・ネットワーク」、サイバー空間上でモノやヒト同
⼠の高度かつリアルタイムなインタラクションを可能とする「デジ
タル・ツイン・コンピューティング」、それらを含む様々な ICT リソー
スを効率的に配備する「コグニティブ・ファウンデーション」の 3
つで構成される。
IOWN
https：//group.ntt/jp/group/projects/iown.html

オールフォトニクス・ネットワークは、ネットワークから端末、チップの中にまで新たな光技術を導入することにより、これまで実現が困難であった超低消費電⼒化、超⾼速処理を達成します。
1本の光ファイバ上で機能ごとに波⻑を割り当てて運用することで、インターネットに代表される情報通信の機能や、センシングの機能など、社会基盤を⽀える複数の機能を互いに⼲渉する
ことなく提供することができます。

　オールフォトニクス・ネットワークは、ネットワークから端末、
チップの中にまで新たな光技術を導入することにより、これまで実
現が困難であった超低消費電力化、超高速処理を達成する。
　1 本の光ファイバ上で機能ごとに波長を割り当てて運用すること
で、インターネットに代表される情報通信の機能や、センシングの
機能など、社会基盤を⽀える複数の機能を互いに⼲渉することなく
提供することができる。

次世代通信・インフラ技術の創出
　世界は、インターネットの消費電力要件、データ帯域幅、および
速度が、進歩し続けるサービスの提供によって爆発的に増加する中、

現世代の通信およびインフラストラクチャ技術の限界に近づいてい
る。このような社会課題を解決し、スマートな世界を創るためには、
パラダイムシフトが必要だと考えています。
　本フォーラムは、異なる業界のデータ、活動、⼈々が一堂に会し、
⼈と社会が自分や環境に合わせてシームレスに調整された先端技術
の恩恵を受ける、完全に接続されたインテリジェントな社会を創造
する、よりスマートな世界の実現を目指しています。この将来像へ
の一歩として、次世代フォトニクス技術などの先端技術により、低
消費電力、超広帯域、大規模シミュレーション、超臨場感 UI/UX
といった高度な機能を将来のサービスに提供できる「革新的光無線
ネットワーク（IOWN）」に取り組んでいます。


